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履修について 

  



1．授業について 

 

1)学年 

 学年は、4月 1日に始まり翌年 3月 31 日までです。 

 

2)学期 

 学年を半期毎、前期と後期に区分します。 

 前期：4月 1 日から 9 月第 3週まで 

 後期：9月第 4週から翌年 3月 31 日まで 

 

3)単位 

 授業科目の単位数は1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準

とし、授業方法に応じ授業の教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数

を定めています。 

 (1)講義および演習 15 時間から 45 時間の授業をもって 1単位。 

 (2)実験、実習および実技については 30 時間から 45 時間の授業をもって 1単位。 

 

4)授業時間 

 授業時間は原則として次の通りです。授業科目によって別に指定することがあります。 

時限 授業時間帯 時間 

第 1時限 ９：００ ～ １０：３０ ９０分 

第 2時限 １０：４０ ～ １２：１０ ９０分 

昼休み １２：１０ ～ １３：００ ５０分 

第 3時限 １３：００ ～ １４：３０ ９０分 

第 4時限 １４：４０ ～ １６：１０ ９０分 

第 5時限 １６：２０ ～ １７：５０ ９０分 

※ 土曜日、日曜日、祝日に授業を行う場合があります。 

 

5)授業科目の種類 

 (1)科目区分 

 本学の授業科目は、教養科目、専門基礎科目、専門科目に分けられます。 

 (2)必修・選択科目など 

 各授業科目は、必修科目、選択科目から構成されます。 

  必修科目：卒業のために必ず単位を修得しなければならない科目 

  選択科目：定められた条件内で選択できる科目 

 

6)休講･補講･集中講義 

 (1)休講：担当教員が都合により授業ができなくなった場合は、休講になります。連絡は一階（本館・

南館）掲示板および学生用情報システム（Active Academy）で行います。 

 (2)補講：休講となった授業または時間数が不足している授業等を補うために補講を行います。連絡は

一階（本館・南館）掲示板および学生用情報システム（Active Academy）で行います。 

 (3)集中講義：授業科目により、ある一定期間に集中して講義を行うことがあります。 



２．欠席・公欠・忌引 

 

1)欠席する場合は、本館事務室窓口に欠席届を提出してください。 

 

2)各科目において欠課、遅刻、早退した場合は、本館事務室窓口に所定の届を提出してください。 

 

3)遅刻及び早退は 2回をもってその科目の 1授業時間の欠課として扱われます。 

 

4)30 分以上の遅刻、早退は 1授業時間の欠課として扱います。 

 

5)実習については、遅刻及び早退 2回をもって 1 日の欠席として扱います。 

 

6)公欠は次の場合とします。公欠願は本館事務室窓口に提出してください。 

(1)公的な事由による疾病の場合 

(2)就職試験受験の場合 

(3)公文書による対外行事に参加する場合 

(4)その他学長が必要と認めた場合 

 

7) 忌引の場合は、忌引届を本館事務室窓口に提出してください。 

なお 忌引の日数(土･日曜日、休日を含む)は、次のとおりです。 

父母：7 日  子：7 日  祖父母：3日  兄弟姉妹：3 日  叔父伯母：1日 

  



３．履修登録 

 

1)履修登録とは 

 卒業するためには、学則に定められた所定の科目を履修し、単位を修得しなければなりません。さら

に、授業を受けるためには履修登録しなければなりません。指定された期日までに履修登録を行わなか

った場合は、たとえ授業に出席していても、その科目の単位は修得できませんので十分注意してくださ

い。 

 

2)履修登録の流れ 

 (1)オリエンテーション 

履修の手引きとシラバス、時間割等を配布説明します。 

 (2)プランニング時間割表の作成 

配布された資料をもとに、時間割表を作成してください。 

 (3)履修登録 

学生用情報システム(Active Academy)から履修登録を行います。選択科目の履修登録を必ず行って

ください。 

 (4)履修登録内容の修正･確認 

学生用情報システム（Active Academy）から時間割表が正しく登録されているか確認してください。 

 (5)最終登録 4 月 12 日（金）17:00 までです。 

 

3)履修基準について 

 (1)２年次に配置される科目の履修にあたっては１年次の必修科目のすべてと、１年次の各専攻の選択

科目のうち、卒業要件を満たすために必要となる単位を原則として修得していること。 

(2)３年次に配置される科目の履修にあたっては２年次の必修科目のすべてと、２年次までの各専攻の

選択科目のうち、卒業要件を満たすために必要となる単位を原則として修得していること。 

(3)４年次に配置される科目の履修にあたっては３年次の必修科目のすべてと、３年次までの各専攻の

選択科目のうち、卒業要件を満たすために必要となる単位を原則として修得していること。 

 

4)履修の注意事項 

 履修登録にあたっては履修課程表を参考に履修基準に沿って登録してください。 

 (1)1 年間の必修科目・選択科目のすべてを登録してください。後期の開講科目については後期履修内

容確認期間に修正することができます。 

 (2)履修年次が指定されている科目は、その年次において履修してください。下位年次に在籍中に上位

年次の科目を履修することはできません。 

 (3)原則としてⅠ･Ⅱ･Ⅲ等のついた科目は、数字の順番に履修してください。 

 (4)同一時間帯に開講される 2つ以上の科目を同時に履修することはできません。 

 (5)履修登録した科目は確実に履修し、試験を受けなければなりません。登録しただけで終わると総合

評価が下がります。履修を取り消す場合は別途定めた期間に申請してください。 

 (6)通年の授業科目については、後期の履修内容確認期間中でも、変更できません。 

 (7)科目名が同じであっても、在籍している専攻ではない専攻の科目は、履修登録できません。 

 (8)すでに履修した科目は、再度履修することはできません。ただし、担当教員の許可を得れば聴講す

ることができます。 

 (9)単位取得できなかった科目は、必ず履修登録（再履修登録）を行ってください。 



４．他大学等の既修得単位の認定 

 

 本学入学前に大学、短期大学、高等専門学校等で修得した単位を本学の単位として認定する場合があ

ります。既修得単位の認定を希望する場合には、以下の要領で申請を行ってください。 

 

 1)申請書類 

  (1)既修得単位認定申請書（履修ガイダンスで配布します。） 

  (2)既修得科目明細書 

(3)成績証明書 

  (4)当該科目の内容がわかるもの（シラバス･講義概要） 

 

 2)申請時期 

  4 月 8 日（月）17 時まで 

 

 3)書類の請求および提出先 

  学務部 

 

 4)認定の通知 

  5 月上旬に本人に認定通知書を交付します。  

 

5)その他 

  ・既修得単位の認定は学則により 60 単位までと決められています。 

  ・申請した単位が認定されるとは限らないため、不認定になった場合を考慮して履修登録を必ず行

ってください。 

  ・認定の申請は入学時のみです。また期日を過ぎての申請は認められません。 

 

５．卒業条件について 

1）保健科学部 リハビリテーション学科 

各専攻の卒業に必要な授業科目の単位数は、次の表のとおりです。  

〈2015(平成 27)～2018(平成 30)年度入学生〉 

区   分 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合 計 

理
学
療
法
学
専
攻 

必修科目 18 単位  34 単位 －単位 52 単位 

選択科目 8 単位以上*1 6 単位*2 64 単位*3 78 単位以上 

合 計 26 単位以上 40 単位 64 単位 130 単位以上 

 *1：理学療法基礎セミナー2 単位、ハングル･中国語のうちいずれか 2 単位を含む 8 単位 

 *2：運動学Ⅰ（理学療法基礎運動学）を含む 6 単位 

 *3：専門科目（理学療法関連）から 64 単位 

 

 



区   分 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合 計 

作
業
療
法
学
専
攻 

 

必修科目 18 単位 34 単位 －単位 52 単位 

選択科目 8 単位以上*1 ４単位以上*2 75 単位*3 87 単位以上 

合 計 26 単位以上 38 単位以上 75 単位 139 単位以上 

 *1：作業療法基礎セミナー2 単位、ハングル･中国語のうちいずれか 2 単位を含む 8 単位 

 *2：運動学Ⅰ（作業療法基礎運動学）､精神医学Ⅱを含む 4 単位 

 *3：専門科目（作業療法関連）から 75 単位 

 

〈2019(平成 31)年度入学生〉 

区   分 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合 計 

理
学
療
法
学
専
攻 

必修科目 19 単位  29 単位 －単位 48 単位 

選択科目 7 単位以上＊1 7 単位以上*2 72 単位以上*3 86 単位以上 

合 計 26 単位以上 36 単位以上 72 単位以上 134 単位以上 

 *1：大学基礎セミナー1 単位、理学療法基礎セミナー1 単位、ハングル・中国語・スペイン語のうち

いずれか 2 単位を含む 7 単位以上 

 *2：解剖学演習Ⅰ（骨格系）2 単位、解剖学演習Ⅱ（筋・神経系）1 単位、理学療法基礎運動学Ⅰ1

単位、理学療法基礎運動学Ⅱ1 単位、生命倫理・人間関係論のうちいずれかから 1 単位、言語聴覚療法

概論・看護学概論・介護学概論のうちいずれかから 1 単位を含む 7 単位以上 

 *3：専門科目（理学療法関連）から 68 単位以上、IPE 関連科目 4 単位 

 

区   分 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合 計 

作
業
療
法
学
専
攻 

 

必修科目 19 単位 29 単位 －単位 48 単位 

選択科目 7 単位以上＊1 8 単位以上*2 75 単位*3 90 単位以上 

合 計 26 単位以上 37 単位以上 75 単位 138 単位以上 

 *1：大学基礎セミナー1 単位、作業療法基礎セミナー1 単位、ハングル・中国語・スペイン語のうち

いずれか 2 単位を含む 7 単位以上 

 *2：運動器系解剖学Ⅰ1 単位、運動器系解剖学Ⅱ1 単位、体表解剖学演習 1 単位、作業療法基礎運動

学 1 単位、作業療法基礎運動学Ⅱ1 単位、精神医学Ⅱ1 単位、生命倫理・人間関係論のうちいずれかか

ら 1 単位、言語聴覚療法概論・看護学概論・介護学概論のうちいずれかから 1 単位を含む 8 単位以上 

 *3：専門科目（作業療法関連）から 71 単位、IPE 関連科目 4 単位 

 

 

 

 

 



６．試験について 

 

1)試験 

 学期ごとに期末の定期試験を行います。担当教員が必要と認めるときは、別に試験を行うことがあり

ます。 

 授業の出席時間数が、授業の総時間数の 3分の 2未満の場合は定期試験の受験資格を失います。 

 

(1)試験日程等は試験開始日 1週間前に掲示します。 

(2)学生は試験中机上に学生証を提示してください。また許可を得たもの以外は机上におかないこと。 

(3)試験開始より 30 分以上遅刻した場合はその科目は受験できません。 

(4)試験開始後 30 分を経過するまでは試験場より退出することはできません。 

(5)不正行為を行った者は、その年度の当該試験期間における受験をすべて無効とします。 

(6)試験場へのスマートフォンの持ち込みは禁止します。携帯が確認された時点で不正行為と見なさ

れます。許可された物以外の持ち込みは出来ません。 

(7)試験に関しては、試験監督者の指示に従ってください。従わない場合は不正行為と見なされます。 

 

2)再試験・追試験 

(1)試験により、成績が 60 点未満であった者に対しては、教科担当者が必要と認める場合、再試験を

行うことがあります。なお、学生がやむを得ない理由により定期試験を受験できなかった場合は、追

試験を行います。 

(2)再試験及び追試験の受験は、所定の期日までに受験料（再試験 1科目 2,000 円、追試験 1科目 1,000

円）を添え、本館事務室に申し込んでください。 

なお、追試験については、許可願を事前に本館事務室へ提出してください。 

(3)正当な理由がなく定期試験を欠席した者は、その年度の当該科目の追試験を受けることができま

せん。 

(4)追試験を認める正当な理由とは、次のとおりです。これらのものは教授会を経て学長が許可しま

す。 

①病気及び負傷（診断書の提出） 

②忌引（届の提出） 

③公欠（事前に許可されている場合） 

④その他やむを得ないと認められる場合（理由を証明する書類の提出） 

なお、 公欠の場合は受験料を納入する必要がありません。 

(5)再試験・追試験受験のために授業を欠席する場合は、公欠扱いとします。 

(6)再試験・追試験の実施方法は、上記 1)(試験) に準じて行います。机上に領収証を提示してくださ

い。 

 

７．臨床実習の単位について 

臨床実習においては、出席が 5分の４に満たない場合は、評価の資格を失います。 

 

  



８．成績評価について 

1)評価区分 

〈2015(平成 27)～2018(平成 30)年度入学生〉 

成績の評価を A+、A、B、C、D、とし A+、A、B、C を合格、D を不合格とします。 

合格と認定された授業科目については、所定の単位が与えられます。 

 

点数区分 評価区分 単位認定 内容 GP 

100～90 点 A+ 合格 特に優れた成績 4.0 

89～80 点 A 合格 優れた成績 3.0 

79～70 点 B 合格 良好な成績 2.0 

69～60 点 C 合格 合格と認められる成績 1.0 

59～0 点 D 不合格 不合格 0.0 

 N 単位認定 他大学等で履修した科目を本

学の単位として認定したこと

を表す。 

 

 

〈2019(平成 31)年度入学生〉 

成績の評価を S、A、B、C、D、とし S、A、B、C を合格、D を不合格とします。 

合格と認定された授業科目については、所定の単位が与えられます。 

 

点数区分 評価区分 単位認定 内容 GP 

100～90 点 S 合格 特に優れた成績 4.0 

89～80 点 A 合格 優れた成績 3.0 

79～70 点 B 合格 良好な成績 2.0 

69～60 点 C 合格 合格と認められる成績 1.0 

59～0 点 D 不合格 不合格 0.0 

 N 単位認定 他大学等で履修した科目を本

学の単位として認定したこと

を表す。 

 

 

2)成績通知 

 成績は学生用情報システム（Active Academy）にて通知します。なお、前期、後期とも保護者宛てに

送付します。 

 

3)再履修 

 単位の修得が認められなかった授業科目は、次年度以降にその授業科目を再履修します。 

 

4)GPA(グレード･ポイント･アベレージ)制度について 

 学業成績を年次毎に総合評価のポイントで表します。各科目の成績は次のようにポイント化します。 

 総合評価ポイントは次のように計算されます。 

  GPA=（各科目のポイント（GP）×各科目の単位数）／(履修登録の単位数) 

 



 GPA 制度は、 

  ①学習状況を自己評価する目安とすること 

  ②学修の成果をより明確に現すこと 

  ③履修登録に責任をもつこと を目的とします。 

また、GPA をもとに履修登録の上限を設定する場合があります。 

※単位認定科目は GPA の対象となりません。 

 

９．他専攻の授業科目の履修について 

 他専攻の授業科目の履修または聴講については、別に定められた科目について、許可を得て履修登録

することができます。 

ただし、演習科目、実習科目、履修人数の制限等、何らかの不都合が生じる科目については履修また

は聴講することができません。事前に学務部に申請し許可を得ることが必要です。 

 

１０．高等教育コンソーシアム信州における他大学単位の扱いについて 

 長野県内大学単位互換協定に基づき、必要な手続きを行い、単位を取得することができます。 

他大学での履修可能科目数は、個別に学長が認めた範囲とし、原則として本学の科目に読み替えませ

ん。 

  

１１．学生による授業評価について 

 本学では、より良い授業が行われるようになることを目的に、授業科目の内容および方法に関して、

学生による授業評価を実施しています。 

 これは授業の質を高めるために行うもので、個々の教員の人気投票ではありません。皆さんの真剣な

評価を期待します。皆さんの成績に影響を与えることはありません。 

 学生の皆さんからのフィードバックによって良い授業を作るという趣旨を理解いただき、協力をお願

いします。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

授業概要 

 










































































































































































































































































































































































































































































































